
概要 

ある地域における個人消費や所得などのデータを、月次や年次で集計すると、平均や総和だ

けでなく、値の分布そのものに注目したい場合がある。このとき各時点のデータは 1 つの

数値ではなく、分布を表す密度関数として捉えられる。本セミナーでは、このような密度関

数を値にもつ時系列データを扱う方法を考え、特に複数地域で同時に観測される場合に対

する多変量自己回帰モデル（density-valued VAR）を提案する。応用例として、ブラジルの

PCR 検査における cycle threshold value の分布を地域別・時点別に分析し、地域間の感

染伝播の方向を調べる。その結果、Manaus を中心とする北部地域から南東部の São Paulo 

へ向かう感染の流れが確認された。 


